
 

青少年育成センター通信 №１７０            令 和 ４ 年 １ ２ 月 号 

霧島市立青少年育成センター 

霧島市隼人町内山田一丁目１２-２５ 

TEL・FAX  ４３－４０５７                                                                                 

 

 

市内の１３人の補導員及び当センター職員が巡回補導をしていて感じることは、外遊びの

子どもが少ないということです。新型コロナウイルス感染症の影響や防寒などから、子ども

たちはますます室内に閉じこもり、ゲーム遊びが主流になっているのではないでしょうか。

心配なのは生活リズム・睡眠リズムが乱れる、保護者とのケンカが絶えない、イライラして

攻撃的になる、ほかのことはどうでもよくなってゲームを優先するなどの、ゲーム依存ある

いはその傾向に陥ってしまわないかということです。 

そこで、予防策として、次の３つを紹介します。①ゲームに向かいがちな子どもは孤独感・

不安感等からゲームに逃げてしまっている可能性があります。そこで家族で会話を増やし、

子どもの気持ちに寄り添う工夫をする。②ゲーム依存の怖さを親子で理解し、本人も納得し

たルールづくりをする。(守れなかった場合も含めて)③スポーツや読書、映画や音楽鑑賞な

ど、ゲーム以外に夢中になれることを探し、親子で一緒に楽しむ。トランプやオセロ、料理

などもいかがでしょう。特にスポーツは身体を動かすので体力づくりになり、空腹を覚え食

事も美味しく、適度な疲労感で夜もぐっすり休めます。 

年末には家じゅうの掃除をして新年を迎えられると思います。ゲームを休んで、親子で一

緒に作業し、「助かったよ」「ありがとう」「頼りになる」などの声かけが

親子の絆をさらに深める機会となってほしいものです。 

 子どもたちの健やかな成長を願って来年もよい年となりますように。 

 

補導状況報告から（令和４年１０月末） 

 

 上記の表は、４～１０月末まで、１３人の補導員と当センター職員が

巡回補導で声かけ指導を行なった実績です。特に、自転車に関する危険

運転（ノーヘル、並進、広がり、右側通行、無灯火、二人乗り）が目立

ちます。また、夕暮れが早くなってきました。蛍光反射たすきの着用や

シューズ等への反射テープの貼付が事故防止につながります。 

取り返しのつかない事故・事件が発生しないよう、家庭及び学校でも

指導をよろしくお願いいたします。 
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その他１：危険な遊び・マナー違反等 その他２：道路異常・整理・整頓

その他３：救護活動

 
 


